
　　（一社）こまつ観光物産ネットワーク　石川県小松市土居原町710（こまつ芸術劇場うらら内）

　　 TEL:0761-21-8208　http://www.komatsuguide.jp/

お問い合わせ

　　安宅ビューテラス・勧進帳ものがたり館　石川県小松市安宅町タ140-4

　　 TEL:0761-21-6734　営業時間／売店9:00～17:00　カフェ11:00～21:00（20:30L.O.）　

　　 定休日／水曜日、年末年始

飛行機で

交通のご案内

列車・バス・車で
札幌（新千歳）… 1時間30分

仙台…………… 1時間　　 

成田…………… 1時間10分

羽田…………… 1時間　　 

福岡…………… 1時間15分

那覇…………… 2時間10分

ソウル（仁川）…… 1時間40分

上海（浦東）……… 2時間20分

台北…………… 3時間　　 

新幹線（金沢経由）……… 3時間　　 

高速バス（八王子行き）… 8時間50分

特急電車……………… 2時間10分

高速バス……………… 4時間10分

車……………………… 3時間30分

特急電車……………… 2時間10分

高速バス……………… 3時間10分

車……………………… 2時間30分
※JRの時間は最速列車の場合です
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壇
の
浦
合
戦
で
平
家
を
滅
ぼ
し
た
源
義

経
は
、
鎌
倉
幕
府
の
樹
立
を
謀
ろ
う
と
す
る

兄
頼
朝
と
対
立
し
て
追
わ
れ
、
奥
州
平
泉
の

藤
原
氏
の
も
と
へ
落
ち
の
び
よ
う
と
し
ま
し

た
。
頼
朝
は
こ
れ
を
捕
ら
え
よ
う
と
各
地
に

新
関
を
設
け
ま
す
。

　
文
治
三
年
（
一
一
八
七
年
）
、
山
伏
姿
に
変

装
し
た
義
経
一
行
が
安
宅
の
関
を
通
ろ
う
と

す
る
と
、
関
守
・
富
樫
左
衛
門
が
義
経
一
行

と
疑
い
ま
す
。こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め

武
蔵
坊
弁
慶
は
、
東
大
寺
復
興
勧
進
の
た

め
諸
国
を
廻
る
役
僧
と
称
し
、
即
興
で
「
勧

進
帳
」（
寄
付
集
め
の
趣
意
書
）
を
読
み
あ

げ
ま
す
。
さ
ら
に
強
力
姿
の
義
経
が
咎
め
ら

れ
る
と
、
疑
念
を
は
ら
す
た
め
金
剛
杖
を

も
っ
て
主
君
義
経
を
打
ち
据
え
ま
す
。
富
樫

は
弁
慶
の
主
君
を
守
ろ
う
と
す
る
忠
誠
心

に
心
を
う
た
れ
、
義
経
と
知
り
つ
つ
も
主
従

の
通
行
を
許
す
の
で
し
た
。

　
こ
の
物
語
は
能
「
安
宅
」
、
歌
舞
伎
「
勧
進

帳
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
平
安
の
歴
史
ロ
マ

ン
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
弥
生
時
代
よ
り
、
加
賀
、
能
登
の
地
域
は

海
を
介
し
て
出
雲
や
朝
鮮
半
島
、
中
国
東
北

部
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
平
安
時
代

に
は
、
安
宅
湊
は
加
賀
国
府
の
外
港
と
し
て

の
役
割
を
担
い
、
日
本
海
交
通
の
要
地
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
奈
良
時
代

以
降
、
古
代
北
陸
道
（
ほ
く
ろ
く
ど
う
）が
整

備
さ
れ
る
と
、
安
宅
に
駅
家
（
う
ま
や
）が
置

か
れ
、
陸
と
海
の
交
通
の
要
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。

　
ま
た
、
安
宅
は
義
経
一
行
が

こ
の
地
を
通
過
し
た
時

の
勧
進
帳
伝
説
が
有

名
で
す
が
、
木
曽
義

仲
が
倶
利
伽
羅
合

戦
の
後
、
平
維
盛

軍
を
追
撃
し
て
戦
っ

た
安
宅
合
戦
な
ど
、
源
平
の
激
戦
地
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
越
後
大
井
田
氏
経
と
富

樫
高
家
と
の
戦
い
や
、
加
賀
の
一
向
一
揆
と
越

前
朝
倉
氏
と
の
争
い
、
織
田
信
長
の
南
加
賀

進
攻
な
ど
、
幾
度
も
の
合
戦
の
記
録
が
み
ら

れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
入
り
、
加
賀
前
田
家
三
代
利

常
公
が
小
松
城
と
小
松
町
を
整
備
す
る
と
、

安
宅
は
そ
の
外
港
的
役
割
を
担
い
、
海
運
業

で
栄
え
ま
し
た
。
特
に
北
海
道
か
ら
日
本
海

各
地
を
廻
り
、
瀬
戸
内
、
大
阪
と
の
売
り
買

い
商
売
で
大
き
な
利
益
を
得
た
北
前
船
が

盛
ん
に
な
る
と
、
そ
の
寄
港
地
と
し
て
繁
栄

し
、
多
く
の
船
主
や
廻
船
問
屋
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
安
宅
の
町
に
は
北
前
船
の
歴
史
的
建

物
や
風
習
が
多
く
残
り
、
往
時
の
に
ぎ
わ
い

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

智
、
仁
、
勇
の
心
を
伝
え
る
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」

古
代
よ
り
続
く
陸
と
海
の
交
通
の
要
「
安
宅
」

歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」の
舞
台
　
石
川
県
小
松
市

石川県

指定史跡

ATAKA NO SEKI

BARRIER

「いしかわ歴史遺産」とは

いしかわ県内の各地に点在す

る文化財や歴史、伝承、風習

等をわかりやすいストーリーにま

とめ、全国にその魅力を発信す

ることを目的に創設。平成28

年1月「平安の世の歴史物語

が息づく歌舞伎のまち・小松」

が認定を受けた。

安
宅
の

関

あ
た
か
の
せ
き

いしかわ

歴史遺産

認　　定

穴水

七尾

和倉温泉

小松空港

羽  

田

成  

田

札  

幌

仙  

台

福  

岡

那  

覇

ソ
ウ
ル

上  

海

台  

北

のと里山空港

直江津
加賀
温泉

敦賀

岐阜
高山

長岡

越後
湯沢

関
越
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

東名高速道路名神高速道路

北
陸
自
動
車
道湖

西
線

福井 富山金沢
新潟

高崎

長野

名古屋米原京都 東京
新大阪

小
松

高
山
本
線

上
越
新
幹
線

北陸本線

北陸新幹線

東海道新幹線



小
松
I
C

勧
進
帳
も
の
が
た
り
館

勧
進
帳
の
里
・

安
宅
ビ
ュ
ー
テ
ラ
ス

安
宅
関
跡歌

碑

安
宅
公
園

北
村
家

瀬
戸
家

木
下
家

吉
祥
庵

住
吉
橋

日
本
海

梯
川

清
水
家

愍
念
寺

沖
家

旧
松
村
家

安
宅
海
浜
公
園

勝
楽
寺

弘
法
堂

旧
玄
田
家

米
谷
家
跡
地
公
園

安
宅
住
吉
神
社

安
宅
港
口
灯
台

料
亭 

長
沖

木
曽
街
道

安
宅
漁
港

安
宅
認
定

こ
ど
も
園

安
宅
会
館

料
亭
ま
つ
家

弁
慶
・
富
樫
・

義
経
の
銅
像

1

2

3

4

5

6

8

7

9

10

11

　   安宅住吉神社

奈良時代、天応2年（782）に創建されたと

伝えられる名社。全国唯一の難関突破の

守護神。宝物には勧進帳の錦絵や江戸

時代の大仏再興を勧進する東大寺勧進

帳がある。

能﹁
安
宅
﹂
︑歌
舞
伎﹁
勧
進
帳
﹂の
舞
台
と
し
て

そ
の
名
を
知
ら
れ
る﹁
安
宅
の
関
﹂
︒

小
松
市
を
流
れ
る
梯
川
の
河
口
に
位
置
し
︑

古
代
か
ら
陸
と
海
の
交
通
の
要
地
で
あ
り
︑

合
戦
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
︒

江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
︑

北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
も
繁
栄
し
︑

風
情
あ
る
街
並
み
に
は
そ
の
歴
史
文
化
が

色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
︒

松
林
の
砂
丘
に
吹
く

潮
風
が
語
る

遥
か
古
の
ロ
マ
ン　

　   勝楽寺

関守富樫の配慮で義経一行が休憩したと

され、弁慶のほら貝が寺に伝わる。（非公開）

　   歌碑

昭和８年歌人与謝野晶子が安宅住吉神

社に参詣し、往事に思いを馳せ１０数首の

短歌を残している。

　   安宅公園

「日本の歴史公園100選」にも選ばれる松

林に囲まれた日本を代表する静かな海辺

の歴史公園。安宅海岸は「白砂青松100

選」にも選ばれている。

　   勧進帳ものがたり館

歌舞伎「勧進帳」をダイジェスト版で見るこ

とができるシアターゾーンをはじめ、勧進帳

にまつわる貴重な資料を展示。

　   安宅関跡

石川県指定の史跡「安宅関跡」は、海を見

渡す松林の中にある。

　   吉祥庵

北前船の廻船問屋、米谷家が興した米谷

銀行（現北國銀行）の第１号支店跡。茶室

としても利用されている。明治２4年建築。

　   瀬戸家

北前船で財を成した豪商・瀬戸家の邸宅。

豪華な花嫁衣裳や家財道具が大切に保

管されている。

　     勧進帳の里・安宅ビューテラス

３体の銅像の前にある日本海を一望できる

レストハウス。地元食材を使った食事や

ショッピングが楽しめる。

　   料亭 長沖

金剛の間は北前船主松村家の離れを移

築した大広間で国の文化財に登録されて

いる。
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弁慶・富樫・義経の銅像
安宅関跡のすぐそばに建つ。歌舞伎「勧進帳」の一場面を模して創られた。

3

日本の歴史的・文化的な一連

のストーリーを文化庁が認定。

平成30年5月、小松市は日本

遺産「荒波を越えた男たちの

夢が紡いだ異空間～北前船

寄港地・船主集落～」の認定

を受けた。

は構成文化財


